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［解答］ 

掃引する体積は，落下速度が VRなら，SR2VRとなる。そこで，水滴の体積 v の増加速度（＝単位時間に吸収する

水滴の体積）を求めると，雲粒の密度をUとして， 
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ここで， 
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を時間微分して， 
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これを積分すると， 
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したがって， 
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［ポイント］ 

本文に与えられたヒントから式を組み立てていくタイプの問題で，公務員試験ならではの問題です。類題の経験が

あれば別ですが，そうでない場合には，与えられた式をどのように組み合わせていくのか，まずは整理してみること

が大切になります。実際には，正解者（選択者）は少なかったのではないかと思います。 

 

 

 


